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　日出幼稚園のもちつき大
会。地元の方に教わりなが
ら、自分たちでついたもちに
あんこを入れていきました。



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、再

び
町
政
の
舵
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。多
く
の
皆
様
の
ご

支
援
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
初
心
に
立
ち
返
り
、
町
財

政
の
確
立
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
向
か

っ
て
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
町

民
皆
様
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
の
格
別
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
63
回
国
民
体
育

大
会
は
大
分
県
が
天
皇
杯･

皇
后
杯
を
獲

得
し
て
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
行
わ
れ
た｢

な
ぎ
な
た
競
技

会
」
に
は
常
陸
宮
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
、

大
分
県
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
多
く
の
関
係
者
、
町
民
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

就
任
以
来
、｢

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
に
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
内
部
経
費
の
節
減
や
事
務
事
業
の

見
直
し
、行
政
組
織
の
改
変
を
行
い
、
ス

リ
ム
で
効
率
的
な
町
政
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
末
で
財
政
調

整
基
金
、
減
債
基
金
の
両
基
金
で
積
み
増

し
を
行
い
、
11
億
２
，
９
０
０
万
円
と
増

加
。ま
た
、借
金
で
あ
る
起
債
残
高
は
１
５

５
億
円
と
着
実
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
基
金
の
取
り

崩
し
や
地
方
債
借
入
も
予
想
さ
れ
、町
財

政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
に
置
か

れ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
着
実
に
進

め
な
が
ら
、現
在
の
施
策
の
見
直
し
、
選

択
を
行
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、ま

た
、町
民
の
目
線
に
た
っ
た
事
業
へ
と
再

構
築
し
、最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
る
財
政
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
観
光
面
で
は
人
間
魚

雷
「
回
天｣

大
神
基
地
の
記
録
映
像
の
制

作
や
「
的
山
荘｣

保
存
会
を
発
足
さ
せ
再

生
を
期
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
12
月
、暘
谷
城
趾
周
辺
景
観
保
全

条
例
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

的
山
荘
は
も
と
よ
り
、歴
史
文
化
の
色

濃
く
遺
る
暘
谷
城
趾
周
辺
の
景
観
整
備

な
ど
と
併
せ
、観
光
資
源
の
有
効
活
用
を

図
り
、観
光
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
集
客
・
交
流
人
口
の
増
加
を

目
指
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
出
暘
谷
高
校
跡
地
周
辺
で
は
、暘
谷

駅
北
口
線
が
開
通
、上
下
水
道
の
整
備
も

行
い
ま
し
た
。今
後
も
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、引
き
続
き
中
心
市
街
地
に
ふ

さ
わ
し
い
施
設
の
誘
致
を
目
指
し
ま
す
。

　

基
盤
整
備
で
は
、国
道
10
号
線
の
４
車

線
化
の
推
進
、
泉
北
大
神
線
の
竣
工
に
よ

り
、
周
辺
の
有
効
活
用
・
活
性
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
内
野
地
区
で
は
、
県
事
業
の
日

出
港
臨
港
大
橋
に
続
く
町
道
笹
尾
松
ヶ

鼻
線
の
改
良
、
ホ
ン
ダ
太
陽
か
ら
大
神
港

に
通
じ
る
内
野
深
江
港
線
の
改
良
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
内
野
地

区
周
辺
の
開
発
が
進
み
、
町
全
体
の
発
展

･

地
域
経
済
に
好
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
日
出
町
は
若
い
世
代
を
中
心
に
大

分
県
下
で
数
少
な
い
人
口
増
加
の
町
と

し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
大
分
市

に
次
い
で
高
齢
化
率
は
低
く
、
出
生
率
に

お
い
て
は
県
下
で
ト
ッ
プ
の
水
準
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
医
療
対
策
、教
育
、子
育

て
支
援
な
ど
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
一
方
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
高
齢
者

福
祉
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
基
盤
と
な
る
農
林
水
産
業
で

は
、付
加
価
値
の
高
い
水
産
加
工
品
の
開

発
、
遊
休
農
地
の
活
用
な
ど
、
関
係
機
関

と
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
後
継
者
が
育
つ

よ
う
な
特
色
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

今
後
は
「
自
立･

活
力･

発
展
」
の
３

つ
の
方
向
を
定
め
て
、
町
民
の
皆
様
と
の

対
話
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
す

ば
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

対話とふれあいを
大切にしながら
町政を進める 日出町長



　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成
21
年
の
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
42
年
ぶ
り
に
大
分
県
で
２
回

目
と
な
る
第
63
回
国
民
体
育
大
会｢

チ
ャ

レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
が
開
催
さ

れ
、
日
出
町
で
は「
な
ぎ
な
た
競
技
会｣

、

「
ビ
リ
ヤ
ー
ド
競
技
会｣

が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
ぎ
な
た
競
技
で
は
、
大
分
県
チ
ー
ム

が
総
合
成
績
で
見
事
に
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、

日
ご
ろ
の
精
進
と
心
を
一
つ
に
し
た
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
大
会
期
間
中
に
お
よ
そ
１
０

０
０
人
の
方
が
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の
一
人
ひ

と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

加
を
い
た
だ
き
、｢

素
朴
な
中
に
も
真
心

の
こ
も
っ
た
魅
力
あ
る
大
会｣

が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
議
会
を
代
表
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
自
治
体
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
つ
い
最
近
ま
で
は
、
そ
れ
は
単
な

る
警
告
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
18
年
６
月
の｢

夕
張
シ
ョ
ッ
ク
」
で

自
治
体
の
危
機
は
現
実
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
「
健
全
化
判
断
比
率｣

を
監
査
委
員
の

審
査
に
付
し
た
上
で
、
議
会
に
報
告
し
、

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
町

は
、平
成
17
年
度
か
ら
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
の
で
、｢

早
期
健
全
化
基
準｣

以

上
の
数
値
に
は
な
ら
ず
、
ひ
と
安
心
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
議
会
も
率
先
し
て
、
議
員

定
数
を
16
名
に
減
ら
す
な
ど
の
行
財
政

改
革
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
縮
減
に
よ
り
議
員
一
人

ひ
と
り
が
担
う
責
務
は
以
前
に
も
増
し

て
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
以

上
に
住
民
と
接
触
す
る
機
会
を
増
や
し
、

そ
こ
か
ら
く
み
上
げ
た
意
見
や
要
望
を

全
体
の
利
益
と
し
て
、
具
体
的
に
取
り
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
た
地
域

の
計
画
や
政
策
を
住
民
と
一
緒
に
議
論
し
、

方
向
性
を
決
定
す
る
重
要
な
役
割
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
政
策
の
立
案
・
提
言
を

通
じ
て
、
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、
「
議

会
改
革
・
議
会
の
活
性
化｣

を
推
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
を
震
か
ん
さ
せ
た
リ
ー

マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
た
ん
で
始
ま
っ

た
世
界
金
融
危
機
、
こ
れ
に
よ
り
景
気
後

退
に
陥
り
、
出
口
が
見
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
日
本
経
済
の
不
振
に
よ
り
、
法

人
町
民
税
を
は
じ
め
と
し
た
町
税
収
入

な
ど
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の

割
合
が
年
々
増
大
し
て
い
る
た
め
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施
策

へ
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
十
分
に
認

識
し
た
う
え
で
、
平
成
21
年
度
の
予
算
編

成
基
本
方
針
は｢

自
立
し
た
財
政
・
活
力

あ
る
自
治
行
政･

発
展
す
る
町
政
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政
運
営

の
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
歳
出
全

般
に
わ
た
っ
て
徹
底
的
な
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
と
し
て
、
町
民
皆
様
の

負
託
に
十
分
に
応
え
る
た
め
に
、
執
行
部

に
対
す
る
監
視
機
能
の
向
上
に
努
め
、「
町

民
に
と
っ
て
、頼
も
し
く
思
え
る
町
議

会
」
を
目
指
し
、
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
さ
ら
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
日
出
町
民
皆
様
方
の
益

々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
私
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

町民にとって、
頼もしく思える
町議会を目指す日出町議会議長



２
０
０
８
年
を
振
り
返
る

日
出
町
重
大
ニ
ュ
ー
ス

　

42
年
ぶ
り
の
大
分
国
体
。
日
出
町

で
は｢

な
ぎ
な
た
競
技
会｣

が
行
わ

れ
、
大
分
県
チ
ー
ム
が
優
勝

（
９
月
28
日
〜
30
日
）

　

集
客
・
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指

し
、
歴
史
文
化
の
色
濃
く
遺
る
町
づ

く
り
を
進
め
る

　

着
々
と
進
む
産
業
基
盤
整
備

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

太　

田 

中
山　

恵け
い

介す
け 

男 

裕
久

【
日
出
】

西
八
日
市 

工
藤　

勇い
さ

海み 

男 

太
樹

上
仁
王 

河
野　

柚ゆ
ず

杏き 

女 

智
史

上
仁
王 

上
田
韻お

斗と

弥や 

男 

圭　

東
仁
王 

黒
田　

悠ゆ

生う 

男 

康
隆

東
仁
王 

三
浦　

悠ゆ
う

花か 

女 

一
浩

東
仁
王 

安
波　

慶け
い

悟ご 

男 

俊
英

日
出
団
地 

阿
部　

百も
も

華か 

女 

昭
男

【
藤
原
】

東　

部 

宮
崎　

彩あ
や 

女 

修 

一　

北 

津
あ
や
か 

女 

慎
介

赤　

松 

井
上　

綺あ
や

菜な 

女 

順
一

【
川
崎
】

則　

次 

宇
薄　

凜り
ん 

女 

壮 

辻
の
尾 

川
上　

幹か
ん

太た 

男 

陽
二

【
大
神
】

北
大
神 

膳
瀬　

晴は
る 

男 

真
也

中　

央 

矢
野　

月る

那な 

女 

英
生

上
深
江 

佐
藤　

曖あ
い

凛り 

女 

雅
幸

軒
の
井 

姉
川　

亮
り
ょ
う

太た 

男 

光
一
朗

軒
の
井 

本
田　

大た
い

誠せ
い 

男 

進
一

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う

（11月受付分）
（敬称略）



　

町
の
将
来
像
を
明
確
に

　

日
出
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定

　

一
次
産
業
の
再
生
へ
向
け
た
取
り

組
み

　

子
育
て
か
ら
老
後
ま
で
安
心
し
て

住
め
る
町
へ

　

平
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
購
入
し
、
都

市
公
園
と
し
て
整
備

　

工
藤
町
長
無
投
票
再
選
。「
自
立
・

活
力･

発
展｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
２
期

目
を
ス
タ
ー
ト
（
８
月
31
日
）

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
南
端
】

目　

刈 

井
上　

冨
勝 

80

【
豊
岡
】

影
の
木 

安
部
ヒ
デ
子 

95

仲　

町 

望
月
ミ
ユ
キ 

92

本　

町 

月　

清
光 

77

本　

町 

安
部　

文
子 

85

小　

浦 

安
部
ヤ
ス
子 

79

辻
間
団
地
南 

一

富
美
子 

82

【
日
出
】

本　

町 

森　
　

良
三 

67

西
八
日
市 

山
内
瑠
璃
子 

86

内　

堀 

青
柳　

幸

 

91

【
藤
原
】

南　

部 

牧　

ス
ミ
ヱ 

91

中　

部 

後
藤　

公

 

83

一　

北 

野　

道
盛 

82

【
川
崎
】

則　

次 

刀　

政
子 

92

辻
の
尾 

工
藤
ス
ミ
子 

81

辻
の
尾 

加
　

家
繁 

82

西
小
深
江 

照
屋　

忠
信 

52

西
小
深
江 

仲
尾　

泰
三 

88

内　

野　

 

平
野　

増
衞 

84

【
大
神
】

港 

中
原　

義
人 

83
（11月受付分）
（敬称略）



　

11
月
19
日
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
日
出
町

福
祉
健
康
推
進
大
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が「
永
年
に
わ
た
る
活
動
の
功
績
と
ご
労
苦
に
対
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、今
後
と
も
日
出
町
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、受
賞
者
を
代
表
し
て
後
藤
助
久
さ
ん
が
「
健
康
で
あ
る
限
り
、
日
出
町
の
発
展

に
協
力
し
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
、
日
出
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
安
藤
眞
副
会
長
が
「
お
互

い
に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ま
い
進
し
ま
す
」と
大
会
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
河
野
医
院(

大
神)

の
河
野
利
之
院
長
が
「
長
生
き
の
工
夫
と
生
き
る
楽
し
み
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

中
島
　

富
夫
・
シ
ノ
ブ
（
影
の
木
）

一
宮
　

克
己
・
和
子
（
西
の
一
）

阿
部
　

長
一
・
婦
美
子
（
新
町
）

阿
南
　

武
臣
・
敏
子
（
仲
町
）

是
永
　

末
彦
・
ヒ
サ
ヱ
（
仲
町
）

安
部
　

哲
男
・
喜
代
子
（
団
地
東
）

重
石
　

勇
雄
・
ト
シ
コ
（
団
地
南
）

武
内
　

淳
・
韶
子
（
日
出
本
町
）

濱
田
　

利
喜
男
・
ミ
ヨ
子
（
日
出
中
央
）

井
上
　

猛
・
貞
子
（
上
仁
王
）

石
本
　

尹
・
ト
シ
コ
（
中
部
）

日
出
町
健
康
福
祉
推
進
大
会

●
町
長
表
彰

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚
60
周
年
）

村
田
　

利
生
・
ツ
ヤ
コ
（
赤
松
）

佐
田
　

衛
・
正
子
（
内
野
）

竹
光
　

光
雄
・
チ
ヨ
子
（
則
次
）

中
村
　

太
一
・
サ
チ
子
（
辻
の
尾
）

手
島
　

嘉
男
・
ト
ヨ
子
（
成
行
）

渡
壁
　

秀
義
・
ト
リ
コ
（
東
小
深
江
）

後
藤
　

助
久
・
節
子
（
西
小
深
江
）

楢
迫
　

勲
・
ツ
ヤ
子
（
西
小
深
江
）

川
部
　

九
州
男
・
信
子
（
北
大
神
）

八
坂
　

金
水
・
マ
ル
子
（
北
大
神
）

利
光
　

則
生
・
　

江
（
南
大
神
）

佐
藤
　

謙
一
・
キ
ヌ
エ
（
上
深
江
）

河
野
　

重
郎
・
ア
サ
ヨ
（
原
山
）

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

大会に出席した被表彰者



●
金
婚
（
結
婚
50
周
年
）

安
東
　

知
良
・
チ
ヱ
子
（
目
刈
）

河
野
　

耕
平
・
輝
子
（
是
城
）

田
邉
　

德
雄
・
久
美
子
（
是
城
）

松
本
　

貞
則
・
サ
カ
ヱ
（
中
の
三
）

池
田
　

雅
實
・
信
子
（
中
の
三
）

川
野
　

住
男
・
保
子
（
中
の
三
）

長
谷
部
　

道
雄
・
モ
モ
ヨ
（
中
の
三
）

阿
部
　

定
夫
・
エ
ミ
子
（
西
の
一
）

江
上
　

政
勝
・
百
合
子
（
西
の
二
）

戸
登
　

善
一
・
敬
子
（
西
区
）

山
口
　

義
人
・
カ
ツ
子
（
西
区
）

藤
原
　

吉
信
・
ヨ
シ
ヱ
（
西
区
）

豊
田
　

春
生
・
笑
子
（
新
町
）

永
井
　

日
出
夫
・
弘
子
（
小
浦
）

松
本
　

喜
久
男
・
雅
代
（
影
平
）

高
橋
　

義
信
・
德
子
（
団
地
東
）

田
代
　

耕
一
・
ノ
リ
ヱ
（
団
地
東
）

阿
部
　

八
郎
・
京
子
（
団
地
西
）

永
野
　

㓛
・
郁
子
（
北
浜
）

西
村
　

敏
郎
・
匡
子
（
若
宮
）

巨
知
　

英
俊
・
英
子
（
日
出
本
町
）

羽
田
野
　

宗
人
・
潤
子
（
八
日
市
）

安
部
　

泰
臣
・
澄
子
（
西
八
日
市
）

後
藤
　

直
久
・
春
子
（
佐
尾
）

芳
澤
　

克
己
・
順
子
（
日
出
団
地
）

松
岡
　

俊
郎
・
明
代
（
日
出
団
地
）

国
広
　

栄
治
・
美
沙
子
（
日
出
団
地
）

　

野
　

壽
雄
・
美
代
子
（
西
部
）

間
部
　

義
明
・
凉
子
（
中
部
）

此
本
　

繁
喜
・
定
子
（
中
部
）

日
野
　
　

雄
・
サ
ツ
キ
（
中
部
）

堤
　

淳
・
静
香
（
中
部
）

山
下
　

良
一
・
公
子
（
赤
松
）

日
浦
　

文
雄
・
琴
枝
（
赤
松
）

竹
光
　

輝
友
・
郁
（
則
次
）

佐
々
木
　

吉
美
・
寛
子
（
則
次
）

笠
置
　

利
信
・
絹
子
（
則
次
）

山
本
　

達
雄
・
久
子
（
成
行
）

河
野
　

章
・
ア
サ
子
（
平
原
）

近
藤
　

義
彦
・
妙
子
（
平
原
）

遠
藤
　

健
一
・
タ
カ
子
（
東
小
深
江
）

宮
﨑
　

正
・
昌
子
（
西
小
深
江
）

利
光
　

榮
二
・
友
子
（
南
大
神
）

本
田
　

光
義
・
照
子
（
後
村
）

木
田
　

利
夫
・
美
代
子
（
後
村
）

河
野
　

通
明
・
君
江
（
大
神
中
央
）

瀧
上
　

正
義
・
ス
ゞ
子
（
高
尾
）

植
野
　

善
雄
・
キ
ミ
エ
（
港
）

藤
井
　

政
治
・
満
子
（
港
）

上
野
　

保
二
・
テ
ル
子
（
港
）

上
野
　

正
夫
・
ツ
ル
ヱ
（
港
）

堀
　

協
一
郎
・
英
子
（
港
）

北
野
　

正
一
・
美
代
子
（
軒
の
井
）

渡
邉
　

勘
六
・
幸
（
真
那
井
）

阿
部
　

進
・
静
子
（
八
代
）

●
在
宅
介
護
賞

川
上
　

佐
喜
子
（
西
の
一
）

一
宮
　

逸
代
（
西
区
）

福
田
　

節
子
（
豊
岡
本
町
）

望
月
　

眞
智
子
（
仲
町
）

岩
尾
　

和
子
（
南
浜
）

秋
吉
　

和
子
（
則
次
）

竹
友
　

文
雄
（
内
野
）

竹
内
　

純
子
（
軒
の
井
）

佐
藤
　

サ
ヨ
子
（
八
代
）

●
子
育
て
大
賞

湯
浅
　

綾
乃
・
直
幸
（
是
城
）

土
師
　

真
寿
美
・
文
明
（
中
の
三
）

佐
藤
　

清
子
・
亙
（
日
出
本
町
）

森
本
　

恵
子
・
覚
（
上
仁
王
）

塩
入
　

智
己
・
忍
（
東
部
）

宗
岡
　

和
子
・
均
（
平
原
）

神
田
　

和
美
・
拓
士
（
内
野
）

●
福
祉
功
労
賞

河
野
　

守
正
（
下
町
）

●
健
康
賞

渡
邉
　

ト
ミ
子
（
長
野
）

長
野
　

義
信
（
北
浜
）

工
藤
　
　

枝
（
北
大
神
）

石
木
　

ミ
ツ
（
北
大
神
）

阿
部
　

キ
ミ
ヱ
（
照
川
）

●
健
康
づ
く
り
功
労
賞

上
仁
王
区(
上
仁
王
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

●
社
会
福
祉
施
設
職
員
功
労
者

山
﨑
　

玲
子
日
出
保
育
園

堀
田
　

和
子
日
出
保
育
園

小
出
　

弘
子
日
出
保
育
園

工
藤
　

法
子
大
神
保
育
園

●
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
功
労
者

堀
　

登
喜
夫
（
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

●
模
範
自
力
更
生
者

小
野
　

マ
ス
ミ
（
南
部
）

●
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会会

長
表
彰

●
優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞

西
の
二
区
・
白
壽
会

●
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞

中
島
　

絹
代
（
団
地
南
老
人
ク
ラ
ブ
）

秋
　

幹
之
助
（
南
浜
老
人
ク
ラ
ブ
）

藤
川
　

澄
男
（
中
部
老
人
ク
ラ
ブ
）

木
付
　

智
（
赤
松
老
人
ク
ラ
ブ
共
楽
会
）

利
光
　

進
（
南
大
神
老
人
ク
ラ
ブ
）

佐
藤
　

裕
一
郎
（
港
老
人
ク
ラ
ブ
）



児童クラブ（学童保育）の申し込みについて
　

就
労
等
の
理
由
で
、
お
子
さ

ん
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
お

子
さ
ん
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
受
付
期
間　

１
月
26
日

 

（
月
）
〜
２
月
６
日
（
金
）

●
利
用
時
間　

・
放
課
後
か
ら
18
時
ま
で
（
延

　

長
保
育
は
19
時
ま
で
）

・
土
曜
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み

　

な
ど
小
学
校
が
休
み
の
日
は

　

８
時
か
ら
18
時
（
延
長
保
育

　

は
19
時
ま
で
）

●
休
日　

日
、
祝
、
年
末
年
始

＊
ク
ラ
ブ
の
都
合
に
よ
り
変
更

　

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
費
用　

月
額
４
，
０
０
０
円

＊
延
長
保
育
の
場
合
、
別
途
料

　

金
が
か
か
り
ま
す
。

●
対
象
児
童
・
定
員
・
申
込
・

　

問
合
先

【
さ
ざ
ん
か
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

新
小
学
１
年
・
15
人
程
度

　

☎
72

-
８
３
８
３

【
か
わ
さ
き
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

新
小
学
１
年
〜
３
年
・
20
人

　

程
度　

☎
72

-

６
７
４
７

【
ひ
ま
わ
り
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

新
小
学
１
年
〜
３
年
・
15
人

　

程
度　

☎
72

-

７
６
２
９

小学校１年生から３年生までのお子さんを預かります 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

町長と気軽に意見交換しませんか
　

役
場
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と

行
政
の
相
互
理
解
を
深
め
、
皆

さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め
「
移
動
町
長
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
自
身
が
出
向
い
て
、
各

団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
皆
さ

ん
と
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
意

見
交
換
を
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
内
容

　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る

こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自

由
に
町
長
と
お
話
く
だ
さ
い
。

①　

５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対

　
　

象
。

②　

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら

　
　

１
時
間
30
分
程
度
。

③　

主
催
者
の
希
望
会
場
に
お

　
　

伺
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望
の
日

　

時
、
場
所
等
を
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

※

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う

　

え
、
開
催
日
時
を
決
定
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

移動町長室を開催しています 総務課広報広聴係　☎７３－３１５０

　平成21年度中に別杵速見地域広域市町
村圏事務組合が行う入札について､参加
希望業者を受け付けます。

●受付期間　２月１日（日）～２８日（土）
　　　　　　（郵送は２月２８日必着）

●業種　　　物品、施設管理、建設工事、
　　　　　　コンサルタント

●申請条件　別府市の入札参加申請条件
　　　　　　に準じます。

●問合先　　別杵速見地域広域市町村圏
　　　　　　事務組合
　　　　　　☎２１－１１１１

●定額給付金の申請および給付手続
　きは､まだ始まっていません。
　
●総務省や市町村がＡＴＭの操作を
　依頼することはありません。

●定額給付金の給付のために生年月
　日や家族構成、口座番号等を電話
　等で照会することはありません。

●定額給付金に関して、不振な電話
　があった場合は警察署や市町村に
　連絡してください。

別杵速見地域広域市町村圏事務
組合入札参加資格申請の受付

定額給付金の給付を装った「振
り込め詐欺」や「個人情報の詐
取」に注意してください

問合先　企画振興課
　　　　☎７３－３１１６





図書館においでよ　

今月の本



定 期 相 談



　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高

等
学
校
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の

学
生
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
内
容
　

・
高
等
学
校
普
通
科
（
高
校
卒
業
資
格

　

取
得
）
　

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
全
２
０
０
コ

　

ー
ス
）

▼
募
集
期
間　

・
高
等
学
校
普
通
科
は

　

２
月
１
日
〜
４
月
20
日　

・
生
涯
学

　

習
通
信
講
座
は
随
時
。

▼
資
料
請
求
　
　

　

☎
０
１
２
０

-

０
６

-

８
８
８
１

▼
問
合
先
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２

-

５
７
２

-

３
１
５
１

【
乳
幼
児
の
応
急
・
救
命
手
当
と
看
病
】

　

乳
幼
児
に
起
き
や
す
い
病
気
へ
の
対

応
や
事
故
の
予
防
、
手
当
て
の
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
も
学
べ
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
14
日(

土)･

15
日
（
日
）

　

９
時
〜
17
時
30
分
ま
で

▼
対
象　

15
歳
以
上
で
全
日
程
参
加

　

で
き
る
人

▼
費
用　

１
，
５
０
０
円
（
教
材
費
・

　

保
険
料
と
し
て
）

▼
と
こ
ろ　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支

　

部　

三
階
会
議
室

▼
定
員
30
人
（
先
着
順
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

昼
食
、
大
判
ハ
ン

　

カ
チ
、
筆
記
具
、
動
き
や
す
い
服
装

▼
申
込
・
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
大

　

分
県
支
部
☎
０
９
７

-
５
３
４

-

　

２
２
３
６

　

最
近
の
携
帯
電
話
は
機
能
が
満
載
で

す
。
便
利
だ
け
れ
ど
、
使
い
こ
な
す
の

は
大
変
。
も
っ
と
活
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
　

２
月
14
日
（
土
）
９
時
30
〜

　

12
時
30
分

▼
と
こ
ろ 　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ー
セ
ン
タ
ー
（
日
出
町
弓
道
場
隣
）

▼
内
容
　

入
門
コ
ー
ス
（
基
本
機
能
と

　

操
作
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
な
ど
）

▼
定
員
　

10
人

▼
費
用
　

５
０
０
円
（
教
材
費
）

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ワ

　

ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

　

☎
72

-

５
０
１
４

　

お
お
い
た
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

仕
事
が
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
る
若
者

（
15
歳
〜
34
歳
）
の
自
立
へ
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
行
政
・
学
校
・

企
業
・
若
者
自
立
支
援
団
体
等
の
代
表

を
迎
え
、
「
若
者
の
自
律
を
支
え
る
地

域
社
会
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
31
日
（
土
）
13
時
〜
16

　

時
30
分

▼
と
こ
ろ
　

日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

13
時
〜
　

・
個
別
相
談
　

14
時
30
分
〜

＊
相
談
会
は
予
約
が
無
く
て
も
受
け
付

　

け
ま
す
が
、
予
約
さ
れ
た
方
を
優
先

　

し
ま
す
。

▼
申
込･

問
合
先
　

お
お
い
た
サ
ポ
ス
テ

　

☎
０
９
７

-

５
３
３

-

２
６
２
２

　

介
護
・
看
護
の
仕
事
に
尽
き
た
い
方

の
就
職
促
進
を
は
か
る
た
め
、
福
祉
人
材

面
接
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

２
月
24
日
（
火
）
13
時
〜

▼
と
こ
ろ　

ト
キ
ハ
会
館
５
階
ロ
ー
ズ

　

の
間
、
カ
ト
レ
ア
の
間

▼
問
合
先
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

　

☎
23

-

８
６
０
９

　

障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
は
か
る

た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主
を
対
象
と

し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
障
が
い
者
や
事
業

主
の
方
は
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

２
月
13
日
（
金
）
14
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

　

「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」

▼
問
合
先
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

　

☎
23

-

８
６
０
９

▼
募
集
学
科　

・
産
業
工
芸
科
・
被
服

今月のお知らせまちの掲示板



　

科
・
理
容
科
・
工
芸
科

▼
応
募
資
格　

聴
覚
に
障
が
い
を
有
す

　

る
も
の
。

▼
出
願
手
続　

次
の
書
類
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。

　

①
入
学
願
書　

②
調
査
書　

③
専

　

門
医
の
聴
力
証
明
書
ま
た
は
障
害

　

者
手
帳
の
コ
ピ
ー　

▼
選
考
期
日

【
前
期
入
学
者
選
考
】

・
募
集
期
間　

２
月
16
日
（
月
）
〜
２

　

月
20
日
（
金
）

・
志
願
変
更
期
間　

２
月
23
日
（
月
）

　

〜
26
日
（
木
）

・
選
考
期
日
　

３
月
10
日
（
火
）

【
後
期
入
学
者
選
考
】

・
募
集
期
間　

３
月
16
日
（
月
）
〜
18

　

日
（
水
）

・
選
考
期
日
　

３
月
19
日
（
木
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

大
分
県
立
聾
学
校

　

☎
０
９
７

-

５
４
３

-

２
０
４
７

　

労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
、
賃
金

未
払
い
や
長
時
間
労
働
、
突
然
の
解
雇

な
ど
労
働
に
関
す
る
相
談
を
弁
護
士
や

社
会
保
険
労
務
士
が
受
け
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
19
日(

月
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館
２
階
第
２

　

遺
産
相
続
や
法
人
設
立
、
不
動
産
関

連
、
内
容
証
明
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

▼
と
き
　

１
月
21
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

大
分
県
行
政
書
士
会
　

　

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

▼
問
合
先
　

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
７

-
５
３
７

-

７
０
８
９

　

会
議
室

▼
問
合
先　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７

-

５
３
２

-

　

３
０
４
０

　

遺
産
分
割
や
遺
言
、
相
続
分
な
ど
相
続

に
ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続
の
相
談
を

無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
１
日
（
日
）
〜
28
日

（
土
）
９
時
〜
16
時

　

（
た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
）

▼
相
談
窓
口
　

各
司
法
書
士
事
務
所

▼
問
合
先
　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７

-

５
３
２

-

７
５
７
９

　

特
別
支
援
学
校
５
校
の
幼
児
児
童
生

徒
お
よ
そ
３
０
０
人
の
「
夢
」
「
思
い
」

「
願
い
」
の
あ
ふ
れ
る
作
品
、
約
１
０

０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
16
日
（
金
）
〜
20
日

　

（
火
）

▼
と
こ
ろ　

ト
キ
ハ
別
府
店
１
Ｆ
セ
ン

　

タ
ー
モ
ー
ル

▼
問
合
先　

大
分
県
立
日
出
養
護
学
校

　

☎
72

-

２
３
０
５

　

労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
問

題
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
労
働

委
員
会
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
相
談

を
受
け
、
無
料
で
迅
速
な
解
決
を
手
助

け
し
ま
す
。

▼
相
談
週
間　

２
月
４
日
（
水
）
〜
８

　

日
（
日
）

▼
受
付
期
間
　

９
時
〜
18
時

＊
来
所
相
談
の
受
付
は
17
時
ま
で
。

▼
相
談
方
法

○
電
話
相
談
　

　

☎
０
９
７

-

５
３
６

-

３
６
５
０

○
来
所
相
談　

労
働
委
員
会
の
相
談
室

（
県
庁
舎
本
館
７
階
）

▼
問
合
先
　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７

-
５
０
６

-

５
２
４
１

まちの掲示板 今月のお知らせ

日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-25341

診療時間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
○

○
4:00
／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科

診療時間が
1月から
変わります



【
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を

６
１
８
業
種
に
拡
大
】

　

対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保
証
８
千

万
円
に
加
え
て
、別
枠
で
８
千
万
円
（
担

保
が
あ
る
場
合
は
、
一
般
保
証
２
億
円

に
加
え
て
、
別
枠
で
２
億
円
）
ま
で
の

保
証
を
利
用
で
き
ま
す
。

＊
対
象
業
種
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
業
種
を

　

問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

▼
問
合
先
　

九
州
経
済
産
業
局

　

☎
０
９
２-

４
８
２-

５
４
４
８

　

http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp

　

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の
受
付
が
平

成
21
年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
に
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

＊
遺
族
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

＊
引
揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続

　

き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い

　

て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全

　

員
が
対
象
で
す
。

＊
請
求
書
は
福
祉
対
策
課
に
備
え
付
け

　

て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０

-

２
３
４

-

９
３
３

　

感
染
性
胃
腸
炎
の
流
行
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
性
胃
腸
炎
の

主
な
原
因
の
１
つ
で
す
。
感
染
力
が
非

常
に
強
く
、
施
設
等
で
集
団
感
染
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
な
症
状　

お
う
吐
、
下
痢
、
頭
痛
、

　

発
熱
（
37
度
代
）

▼
潜
伏
期
間
　

平
均
１
〜
２
日

▼
感
染
経
路　

発
症
者
の
お
う
吐
物
や

　

便
に
触
れ
た
手
に
よ
っ
て
、
口
に
運

　

ば
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
ま

　

た
、
二
枚
貝
な
ど
の
食
品
か
ら
感
染

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
治
療　

特
別
な
治
療
法
は
な
く
、
対

　

症
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

乳
幼
児
や
高
齢
者
で
は
下
痢
等

　

に
よ
る
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す

　

い
の
で
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

　

す
る
事
が
大
切
で
す
。
水
分
補
給
や

　

安
静
に
努
め
、
回
復
期
に
は
消
化
し

　

や
す
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
心
が

　

け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
東
部
保
健
所

　

☎
67

-

２
５
１
１

　

地
域
の
特
産
物
で
あ
る
農
林
水
産

物
、
鉱
工
業
品
、
観
光
資
源
等
の
地
域

資
源
は
、
地
域
の
強
み
と
し
て
活
用
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
相
違
と
工
夫
次
第

で
商
品
の
差
別
化
、
高
付
加
価
値
化
が

図
ら
れ
、
全
国
的
な
事
業
展
開
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
中
小
企
業
の
活
用
に
よ
り

県
外
市
場
へ
の
進
出
が
期
待
さ
れ
る
資

源
を
指
定
し
、
国
と
一
体
的
に
地
域
資

源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
・
販
路
開
拓

等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品

開
発
や
そ
の
販
路
支
援
な
ど
に
実
績
の

あ
る
（
株
）
キ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
鳥
栖
研

二
氏
を
講
師
に
迎
え
、
支
援
事
例
を
踏

ま
え
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
26
日
（
月
）
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

ア
ス
ト
く
に
さ
き

▼
申
込
・
問
合
先　

杵
築
市
商
工
会

　

☎
０
９
７
８

-

６
２

-

２
５
３
９

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

今月のお知らせまちの掲示板



告
期
間
は
、
平
成
21
年
２
月
16
日
（
月
）

〜
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い
ま
す
の

で
、
所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算

し
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
の
提
出
は
、

郵
送
で
も
結
構
で
す
。

　

申
告
期
限
が
近
く
な
る
と
、
申
告
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　

別
府
税
務
署
　

　

☎
23

-

２
１
１
１

　

石
綿
救
済
法
の
改
正
に
よ
り
、
特
別

遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
が
施
工
の
日

か
ら
６
年
を
経
過
し
た
と
き
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
遺
族
給
付

金
の
支
給
対
象
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

【
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
】

　

平
成
24
年
３
月
27
日
ま
で
延
長
。

【
特
別
遺
族
給
付
金
の

支
給
対
象
の
拡
大
】

　

平
成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に
亡
く

　

な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族
の
方
へ

　

と
拡
大
。

＊
労
働
者
が
亡
く
な
っ
た
時
期
に
よ

　

り
、
支
給
対
象
と
な
る
給
付
が
異
な

　

り
ま
す
。

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局

　

☎
０
９
７

-

５
３
６

-

３
２
１
１

　

国
内
に
住
む
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
の
方
は
、
２
年
ご
と
に
12
月
31
日

現
在
に
お
け
る
氏
名
、
住
所
等
、
届
出

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
届
け
出

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

１
月
15
日
（
木
）

▼
提
出
・
問
合
先　

大
分
県
東
部
保
健

　

所
☎
67

-

２
５
１
１

【
正
社
員
】

●
歯
科
衛
生
士
１
人
●
放
射
線
技
師
１

人
●
薬
剤
師
３
人
●
介
護
職
員
10
人

●
電
気
技
術
者
１
人
●
電
気
工
事
士
４

人
●
現
場
管
理
者
１
人
●
タ
ク
シ
ー
運

転
手
３
人
●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
機

械
製
図
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
４
人

●
飲
食
販
売
員
１
人
●
清
掃
員
１
人
●

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
販
売
員
１
人
●
飲
料
サ
ー
ビ

ス
係
１
人
●
溶
接
及
び
陸
上
機
器
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
２
人
●
鶏
卵
パ
ッ
キ
ン
グ
３

人
●
営
業
２
人
●
看
護
師
９
人
●
調
理

員
１
人
●
現
場
管
理
者
１
人
●
店
内
ス

タ
ッ
フ
２
人

【
パ
ー
ト
】

●
看
護
師
１
人
●
作
業
員
１
人
●
飲
料

サ
ー
ビ
ス
係
４
人
●
接
客
係
５
人
●
調

理
員
補
助
２
人
●
ホ
ー
ル
ス
ッ
タ
フ

10
人
●
農
場
管
理
作
業
員
４
人
●
売

店
で
の
販
売
・
調
理
等
１
人
●
介
護
職

員
12
人
●
冠
婚
葬
祭
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
１
人
●
清
掃
員
11
人

●
受
付
店
員
１
人
●
販
売
員
７
人
●
歯

科
助
手
１
人
●
歯
科
衛
生
士
１
人
●

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
販
売
ス
タ
ッ
フ
２
人

●
惣
菜
調
製
工
１
人
●
薬
剤
師
５
人
●

商
品
品
出
３
人

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎

23

--

８
６
０
９　

日
出
町
商
工
観
光

課
☎
73

-

３
１
５
８

　平成21年4月1日より、事業系ごみに
ついて藤ヶ谷清掃センター使用料を次の
とおり改定します。
●100㎏まで：1,000円（改定前800円）
●100㎏を超えて20㎏ごとに：200円

（改定前160円）
●問合先　別杵速見地域広域市町村圏事
　　　　　務組合　☎22－8554

まちの掲示板 今月のお知らせ



　鍋の季節がやってきた。家
族団欒の食卓では、鍋が盛り
上がる。その鍋の具にぜひお
勧めしたいのがエソ。大分県
のエソ類漁獲量は、全国３位。

日出でも底曳網で年中獲れ、朝市で手軽に入手できる。
　ただ口が大きく、頭や顔つきが蛇を連想させるし、身には
小骨が多いこともあり、一般市民には敬遠されがちだが、魚
肉は美味しい。

　高級かまぼこの原料であり、産業的需要は高いが一般家
庭には馴染みが薄い。
　エソの仲間には、マエソ、ワニエソおよびトカゲエソの３
種が主で、日出ではマエソが多い。どう猛な性格で、イボダ
イ、アジなどを丸呑みにする。
　朝市（大神）では、トロ箱（７～8尾入り）当たり平均500
円から600円と、安価で入手できる。
　調理は、うろこ剥がしが大変だが、大きいので良く落ちる。
頭を落とし、三枚に卸して、背中の薄皮を剥ぎ、市販のミン
チにかけると簡単にすりみにできる。
　すり身の調理法は多い。スープはもちろん鍋料理にはもっ
てこいだ。照り焼きにするには、頭をはね、内臓を取り除い
たら、背側と腹側を出刃包丁の裏で丹念に叩くといい。
　しばらく叩くと、背骨が自然と外れる。特性のタレなどを
塗って、こんがり、ほどよく焼き上げる。そしてお勧めは、
すり身でつくる「きりたんぽ」。こしがあり歯ごたえがあっ
て、味は絶品。
　調理は、家族で手分けしてするといい。家族団らんにも役
立つはずだ。ぜひお試しください。

暘谷の恵み“おさかな談義”

その２　エソの話

えそ料理のフルコース

てんぷら、照り焼、きりたんぽ、つみれの吸い物

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,568 （ー 8） ＋ 145
　　　 男 13,715 （ー 13） ＋ 56
　　　 女 14,853 （＋ 5） ＋ 89

世帯数 11,260 （ー 11） ＋ 106
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（ー 2）
（ー 10）
（＋ 31）
（ー 24）
（± 0）
（ー 3）

320
7,180
5,812
3,841
5,866
5,549

平成20年12月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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１月１日(木) すずらんクリニック 73－2151

　　２日(金) 松本整形外科クリニック 73－2775

　　３日(土) さ く ら 医 院 28－0777

　　４日(日) 金田耳鼻咽喉科医院 28－0810

　　11日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　12日(月) 吉岡内科医院 73－2787

　　18日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　25日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

２月１日(日) 河 野 医 院 72－2302

　　８日(日) 真那井診療所 72－5270

　　11日(水) 酒 井 医 院 72－2624

　　15日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　22日(日) 矢野小児科医院 72－1011

　　※診療時間　9:00～17:00
　　※発行後に変更になる場合があります。
　　　各医療機関や日出町健康増進課　
　　　73－3130にご確認ください。

１月の納税等　納期限２月２日(月)
  町 　 県 　 民 　 税  ４　期
  国 民 健 康 保 険 税  ８　期
  介  護  保  険  料  ８　期
  後期高齢者医療保険料  ７　期
  上 下 水 道 料  １月分

１月の主な行事

10日(土)

11日(日)

12日(月)

18日(日)

・消防団特別点検

　日出中グラウンド　9時～

・成人式

　中央公民館ホール　10時～

・新春健康マラソン

　港公民館前　9時～

・子ども会対抗綱引大会

　町営体育館　9時～

日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医


